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も適用され る｡また温度 による磁気相転移の場合には核磁気共鳴 も重要な手段 として
〃SRと相補的に研究が行われたが､磁場による磁気相転移の場合には〝SRの独壇場 と
なる｡なぜならば核磁気共鳴の場合には磁場の変化 と共に周波数も変化させなければなら
ず､それは非常に困難である｡このように〃SRとして特徴のある研究が進められてい
る｡
これ らと平行に2月から新 しく中性子回折による強磁場中磁気構造の決定の実験を始め
る｡まず現在その特異な磁化過程 と伊達モデルによって話題となっているPrCo2Si2,につい
て行 う準備が進められている｡
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